
ムハ
Q

が
東
に
動
い
て
あ
る
の
を
認
め
得
た
。

、

‘

，

，

.

、

‘

y

之
等
の
事
柄
よ
'
0

・
ノ
推
し
て
少
く
と
も
相
模
地
方
に
は
一
酒
匂
川
の
東
方
を
遁
A
Y
東
南
|
|
-
北
西
に
互
る
線
、
二
相
模
川

代
治
ひ
て
南
北
に
互
る
線
、
三
藤
津
の
北
方
、
厚
木
の
南
方
及
び
秦
野
町
附
近
を
遁

b
東

l
l商
に
互
る
線
等
に
沿
ひ
プ

ロ
ッ
ク
の
境
界
と
見
る
べ

3
地
の
割
れ
目
が
特
に
著
し
く
綴
れ
で
あ
る
も
の
左
認
め
得
る
の
ぐ
あ
る
。
叉
乙
の
三
線
は
地

、、，
J

質
的
学
上
に
も
認
め
ら
れ
℃
あ
る
も
の
で
あ
る
。
一
は
小
川
氏
の
卯
商
地
震
構
造
線
、
と
都
併
せ
ら
る
¥
も
の
と
略
一
致
し
、

rrt¥ 

、

、

，

，

，

，

、

.

、

，

，

，

、

、

‘

，

ノ

ご
は
向
氏
が
子
午
地
震
構
造
線
〉
一
都
せ
ら
る
¥
も
の
と
み
一
く
同
様
で
あ
る
。
然
し
℃
三
は
二
に
略
直
交
す
る
線
で
あ
る
o

，t
L

Y

J

'

‘
、
，
't

(
未
完
V

支

那

雲

南

省

大

理

地

方

の

地

震

石

.••••••• 
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•••• 
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主主
情1

見

本
年
三
月
十
六
日
夜
二
十
三
時
五
十
分
頃
、
中
央
気
象
墓
の
地
震
計
は
位
相
の
極
め
℃
不
鮮
明
な
る
一
殊
に
其
の
接
震
時

初
期
微
動
等
は
全
く
摂
定
不
可
能
な
る
遼
地
上
々
震
を
観
測
せ
λ

夕
、
共
の
那
透
に
殺
せ
し
も
の
な
る
か
之
れ
が
断
定
に
者

L

み
し
庭
な

b
し
が
唯
南
北
動
の
振
幅
、
東
岡
動
の
其
れ
に
比
し
て
著
し
く
大
な
る
事
が
注
意
を
促
す
に
充
分
な

b
3
-
接



第一間

此回ノ震源ト大正九年十二月ノ震源

ベ/刀/0;t/アI! 

(.?何l長"系)
:ぺ大え九+，意iゑ

品、

b
て
之
よ

b
推
定
し
て
震
源
は
恐
ら
く
束

京
よ
h
ノ
殆
ん
ザ
」
同
県
西
に
営
れ
る
か
又
は
異

束
、
に
あ
る
ぺ
し
ご
想
像
せ

b
、
然
る
に
笠

々
日
の
東
京
に
於
け
る
諸
新
聞
紙
に
は
上

海
電
報
ご
し
て
支
那
雲
南
省
大
現
府
に
大

震
災
あ
b
死
傷
無
数
な

b
と
ゐ
b
し
を
以

て
大
政
府
の
(
吋
山
口
門
戸
)
の
位
置
を
地
園
上

に
つ
き
で
按
じ
し
に
北
緯
二
十
六
度
、
東

経
百
度
の
4

町
胞
に
あ

b
℃
(
H
W

岳
民
と
と
云

へ
る
F

潮
の
沿
岸
に
位
す
る
を
'
知
れ

b
o
此

の
地
方
の
地
形
を
地
問
上
に
ぐ
推
察
す
る

に
、
メ
コ
ン
河
(
問
え
尽
く
2
)楊
子
江
等

共
他
多
数
河
川
の
上
流
、
相
集

b
て
峡
谷

縦
横
に
走

b
隠
っ
て
地
理
皐
上
よ
A
Y
も
大

地
震
後
生
地
域
た
る
可
き
事
を
考
へ
ら
る

-'. 
ノ、



--'-" 
/、

ベ
3
世
胞
に
し
て
過
古
に
於
℃
も
、
乙
の
雲
山
省
の
地
は
時
々
大
地
震
を
殺
生
せ
る
の
歴
史
を
有
す
。
元
年
支
都
地
震
帯
に

於
℃
は
某
地
震
を
殺
生
す
る
や
規
模
非
常
に
大
に
し
て
異
に
驚
く
可

3
も
の
あ
夕
、
近
く
は
去
る
大
正
九
年
十
二
月
十
六

日
甘
粛
省
の
古
原
、
海
域
府
な
る
北
緯
三
十
六
度
宇
東
経
百
六
度
宇
附
近
の
地
(
第
一
岡
山
磐
田
…
)
に
援
せ
し
大
地
震
は
束

京
に
於
け
る
観
測
記
象
に
就

3
て
競
る
も
某
振
幅
の
大
な
る
到
底
，
昨
年
九
月
の
我
関
東
大
地
震
の
程
度
に
非
宮
る
な
会

を
立
詮
す
る
に
充
分
な

b
、
只
是
れ
等
の
地
が
文
化
と
縁
遠

3
交
通
不
便
の
支
那
内
陸
地
方
な

b
し
故
を
以
て
世
界
の
注

規
を
捉
曲
、
口

y
b
し
の
み
な

b
。
今
回
の
地
震
は
甘
粛
省
の
地
震
よ

b
は
振
幅
著
し
く
少
な

b
し
も
決
し
て
小
地
震
に
は
非

ま
る
な
り
、
本
文
の
終
b
に
轄
載
せ
る
在
雲
南
槽
谷
領
事
よ

b
外
務
大
臣
宛
の
報
告
に
就
会
℃
も
亦
明
な

b
o

中
央
気
象
憂
の
ク
イ

1
へ
Y
ト
地
震
計
記
象
は
第
二
闘
の
如
(
に
し
て
至
っ
て
不
鮮
明
な
る
も
の
な
る
も
南
北
動
の
振

幅
は
東
西
動
に
比
し
て
著
し
く
大
に
し
て
其
極
大
振
幅
は
十
七

H
O
時
O
二
分
四
十
秒
に
起
り
振
動
の
方
向
は
北
方
へ
百

五
十
ミ
ク
ロ
ン
而
し
て
是
れ
に
相
営
す
る
東
西
動
の
向

3
は
両
方
へ
二
十
ミ
ク
ロ
ン
に
し
て
此
の
雨
方
向
を
組
合
す
る
と

3
は
、
北
々
西
と
な
り
、
表
面
波
の
性
質
た
る
是
れ
と
直
角
の
向
き
に
震
動
の
装
源
の
在
存
す
る
乙
と
よ
A
Y
蹄
納
し
て
震

源
方
向
を
求

U
れ
ば
、
よ
く
大
理
府
附
近
の
方
向
を
一
不
す
。
乙
は
必
し
も
、
偶
然
の
結
果
に
非
ず
し
て
此
の
地
震
が
東
京

に
て
は
振
幅
徐
り
に
大
な
ら
ず
且
つ
法
地
々
一
震
の
た
め

HLog-pvy 
の
振
動
の
影
響
は
極
め
て
小
な
り
し
た
め
ご
、
地
震

の
振
動
の
程
度
が
此
の
内
ノ
ヰ

1
へ
Y

ト
地
震
計
の
「
測
h
/
得
可
会
振
動
の
最
も
よ
き
限
度
内
」
に
あ
b
し
事
な
る
可
く
、

隠
っ
て
そ
の
制
振
装
置
等
も
非
常
の
良
好
な
る
効
果
を
な
せ
し
と
想
は
る
、
果
し
て
然
ら
ば
・
』
の
詑
象
上
の
極
大
振
動
の
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え
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F
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週
期
九
秒
は
異
ら
し

3
も
の
な
る
ぺ
し
。
法
地
々
震
に
於
け
る
表
面
波
に
於
℃
は
某
上
下
動
は
極
め
て
微
小
と
考
ふ
れ
ば
、

}
辺
地
々
震
の
初
期
微
動
始
動
の
如
く
其
の
上
下
動
に
よ
る
若
し

3
影
響
を
被
ら
.5
る
を
以
て
震
源
と
直
角
の
方
向
を
正
し

〈
示
す
も
の
L
如
し
。
此
の
最
大
振
動
波
週
期
九
秒
に
よ
b
そ
の
波
長
は
約
三
十
七
粁
と
な
る
(
之
、
、
に
速
度
は
倒
富
技

師
の
論
文
寸
日
本
に
於
け
る
地
震
停
播
速
度
」
よ
b
毎
秒
四
、
一
米
と
す
)
叉
震
源
が
大
理
府
附
近
に
在
b
と
せ
ば
そ
れ
と

東
京
と
は
距
離
三
十
五
度

(
三
千
九
百
粁
)
と
な
る
を
以
て
震
源
附
近
に
起
れ
る
最
大
震
動
は
十
六
日
廿
三
時
四
十
六

分
五
十
五
秒
頃
な
る
ぺ
し
。

...1_ 
ノ、



大
次
に
誇
測
候
所
の
好
意
に
よ
h
j
て
此
の
極
大
表
面
波
の
値
を
載
す
れ
ば

東
西
動
微
小

治

南
J¥ 
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。
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ミ
ク
ロ
ン

水宣言

戸谷
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刊
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ミ
ク
ロ
ン

二
五

O
ミ
ク
ロ
'
ン

南
べ

南
へ
五
人
ミ
ク
ロ
ン

O' .五
O ミ
O ク
ミロ

クン
ロ
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田海

北‘
J¥  

潟

南.

津

4t 
J¥ 

北
J¥  

本

4t 
J¥ 

分

-南
J¥ 

三
七
ミ
ク
ロ
ン

二
一
七
ミ
ク
ロ
ン

五
入
ミ
ク
ロ
ン

一
七

O
ミ
ク
ロ

ν

四
五
ミ
ク
ロ

ν

一
六

O
ミ
ク
ロ
ン

西
へ
一
入
、
入
ミ
ク
ロ
ン

a
'

東
西
動
微
小

西
へ
四
ミ
ク
ロ
ン

部
へ
五
ミ
ク
ロ
ン

東
へ
五
ミ
ク
ロ
ン

東
西
動
微
小

東
へ
五
ミ
ク
ロ
ン

東
ヘ

O
、
四
ミ
ク
ロ
ン

東
へ
三

O
ミ
ク
ロ
ン

東
西
ハ
微
小

東
西
不
明

西
一
四
ミ
ク
ロ
ン

一
一
東
西
動
不
明

/、

‘聞

週
期
一
一
二
秒
六

〆、

週
期
一
七
秒
九

週
期
二
三
秒
。

週
期
一
九
、
一
秒
一

‘、、‘、、昼〆

週
期
一
二
秒
九

週
期
七
秒
。

週
期
九
、
秒
七

週
期
二
二
秒
四

週
期
十
秒

週
期
六
秒
五

週
期
一
六
秒
五

週.
期

秒、

週
期
十
八
秒
八



長
サ大

国

ト向方

一
一
一
ノ波面

第

表大最

崎

南

六
O
O
J、
ク

p'
ン

週
期
十
六
秒
五

に
し
て
之
れ
を
同
上
代
現
せ
ば
第

二
国
の
如
〈
犬
健
に
於
て
震
源
芯

皆
よ
く
直
角
の
方
向
を
示
す
も
の

L
如
し
。

地
震
計
に
し
て
充
分
に
調
整
ヨ

れ
且
つ
某
の
地
震
に
し
て
地
震
計

が
有
す
、
つ
副
測
限
度
・
率
」
を
越
へ

5
る
さ

3
は
主
要
動
初
動
叉
は
極

大
振
動
の
方
向
は
初
期
微
動
初
動

よ
b
も
、
よ

b
多
く
正
し
く
震
源

の
振
動
の
方
向
と
、
諸
大
家
に
よ

b
て
研
究

3
れ
し
表
面
波
の
俸
達
速
度
を
用
ひ
℃
全
く
初
期
微
動
を
度
外
減
し
て
震
原

の
方
向
を
一
不
す
が
如
し
。
故
に
乙

を
求
め
得
ら
る
ヘ
』
の
可
能
性
を
有
す
る
も
の

L
如
し
。

地
震
観
測
者
が
常
に
賞
際
の
問
題
と
し
尤
之
の
地
震
の
如
く
遠
地
々
震
に
し
て

P
相
S

L
相
等
の
判
明
を
欠
け
る
も
の

六
五



A

、-A
、

」
ノ
」
ノ

に
あ
タ
℃
は
斯
ト
ゆ
る
訟
方
が
果
し
℃
可
能
な
ら
ん
か
甚
し
く
便
利
な
る
べ
し
、
地
震
観
測
技
術
者
が
法
地
々
震
の
初
期
倣

動
等
の
相
位
を
議
み
取
る
こ
と
の
困
難
に
焦
慮
す
る
乙
と
を
吾
々
の
度
々
耳
に
す
る
と
乙
み
な
れ
ば
な

b
。

此
の
地
震
を
・
叫
測
せ
ら
れ
し
諸
測
候
所
の
報
告
又
は
特
に
報
告
を
煩
せ
し
最
大
振
動
議
震
時
は
た
表
の
如
し
、

一
般
に
何

れ
の
測
候
所
に
於
か
れ
℃
も
此
回
の
震
原
と
直
角
の
向

3
の
振
動
即
ち
南
北
動
は
東
西
動
に
比
し
て
著
し
く
大
な
る
も
の

L
如
し
。
而
し
て
震
源
、
大
理
附
近
よ

b
震
波
が
直
接
に
東
京
に
来
れ
る
の
最
短
路
は
楊
子
江
流
域
じ
沿
ム
℃
支
那
海
に

入
b
済
州
島
と
朝
鮮
宇
島
、
ζ

の
海
峡
を
過

S
H
本
本
州
の
一
印
字
を
棋
に
貫

3
た
る
之
と
、
な
る
。
即
ち
本
州
に
於
け
る
是

れ
等
の
途
上
の
諸
測
候
所
は
順
序
正
し
く
其
夜
明
時
を
一
不
す
に
都
合
よ

3
に
配
列
に
あ
る
を
以
℃
こ
れ
等
の
観
測
値
は
一

層
極
め
て
有
盆
な
る
研
究
材
料
な
る
べ
〈
各
測
候
所
に
於
け
る
極
大
表
面
波
後
現
時
は

長
崎

十
六
日
二
十
三
時
五
十
九
分
九
秒

大
連

十
六
日
二
十
三
時
五
十
七
分
二
十
一
秒

大
分

二
十
三
時
五
十
九
分
十
四
秒

徳
島

二
十
三
時
五
十
八
分
二
十
秒

-
血
島
岡

十
七
日

O
時

0
分
間
十
二
秒

詩主

二
十
三
時
五
十
人
分
五
十
二
秒

十
七
日

O
一
分
五
十
秒

岐
阜

O
二
分

O
六
秒

名
古
屋

甲
府

O
二
分

O
秒

松
本

十
一
分
五
十
三
秒

長
野

一
分
五
十
七
秒

目リ

橋

十
一
分
五
十
五
秒

沼
、津

一
一
分
五
十
三
秒

熊
谷

十
二
分
十
三
秒



水 J 柔手
J零潟i

四
分
ニ
十
秒

水
戸

一一分

O
瓦
秒

是
れ
を
第
四
闘
の
初
ぐ
と
事

の
産
会
し
し
ど
れ
じ
ん
し
山
一
主
ば
そ
の
遮
度
は
は
路
一
一
一
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四
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O
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一
一
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3
・
初
期
微
動
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報
比
一
匂
あ
H
A
Y

じL
6
の
次
の
'
却
し
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川
市
ぷ
時
々
湾
紘
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R
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彰
湖

蚕
中
前
橋

松:釜
本山

鹿
島
島

五
分
十
入
秒
五

五
分
十
七
秒
七

十
一
分
三
十
入
秒
二

三
分
三
十
三
秒

四
分
十
三
秒

十
一
分
三
十
八
秒

六
八

蚤
北

六
分
十
三
秒

大
連

四
分
十
入
秒

和
歌
山

十
一
分
間
十
五
秒

大
阪

十
分
二
十
入
秒

熊
谷

十
一
分
三
十
二
秒
五

新
潟

十
分
十
秒

由
民
島

四
分
三
十
六
秒

四
分
三
十
二
秒

多
度
津

横
演
J

五
分
五
十
三
秒

銚
子

三
分
十
九
秒
九

長
野

十
分
三
十
三
秒
六

此
の
地
震
に
閲
し
て
五
月
四
日
附
け
外
務
省
木
村
亜
細
亜
局
長
よ
b
岡
田
中
央
気
象
墓
長
宛
左
記
の
報
告
あ
り
た
b

3
れ
印
轄
載
し
御
多
考
に
供
す
。

雲
南
南
省
大
理
地
方
震
災
に
関
す
る
件

本
件
に
闘
し
今
般
在
雲
南
糟
谷
領
事
よ
り
別
献
の
通
報
告
有
之
候
に
付
御
参
考
迄
に
右
篤
及
御
怠
付
候
也

三
月
十
六
日
午
後
九
時
宇
頃
嘗
地
に
於
て
弱
震
を
感
し
な
る
か
其
後
間
も
な
〈
同
時
刻
。
省
内
大
理
地
方
に
於
て
地
震
あ
り
其
損
害
甚
大
な
る
旨
停
〈
ら

る
も
何
分
交
通
不
便
に

L
て
其
良
相
明
な
ら
ず
二
十
四
日
に
至
り
漸
く
同
地
方
に
於
け
る
鎮
守
使
よ
り
省
政
府
に
宛
丈
わ
い
る
大
哩
地
方
大
震
災
の
報
告
愛

表
せ
ら
れ
た
る
も
大
哩
市
の
家
屋
数
百
戸
焼
失
し
殆
ん
と
全
部
倒
壊
し
死
者
多
数
を
出
せ
り
と
の
み
に
て
依
然
漠
然
た
り
木
三
十
日
省
政
府
機
関
紙
民
治

日
報
に
於
て
同
鎮
守
政
の
報
告
を
記
載
せ
る
庭
に
掠
れ
は
大
開
城
内
外
の
民
家
は
概
ね
倒
壊
し
死
者
約
三
千
に
達
ナ
至
念
救
済
を
要
す
る
旨
掲
載
せ
ら
れ



@
 

且
つ
今
回
の
震
災
は
附
近
鳳
儀
、
弧
波
、
蒙
化
各
燃
に
及
ふ
と
俸
へ
居
れ
り
蛍
地
時
開
外
人
側
に
於
て
は
大
理
に
於
け
る
死
者
は
約
三
百
名
に
過
す
と
腕

?
其
他
財
産
損
害
の
程
度
に
就
て
も
風
説
医
々
に

L
て
正
確
な
る
数
は
観
知
し
難
き
も
雲
南
省
と
し
て
は
可
な
り
甚
大
な
る
損
害
に
し
て
目
下
其
杭
慣
筑

に
付
支
那
官
民
に
於
て
講
究
中
な
り
.
倫
同
地
方
在
留
外
人
は
立
敬
師
其
他
な
る
が
何
れ
も
生
命
無
事
な
る
回
目
各
自
図
領
事
館
に
報
導
あ
り
十
い
る
趣
に
し
て

本
邦
人
に
て
同
地
に
在
留
又
は
放
行
中
の
者
皆
無
な
り
。
」

地
問
を
見
る
に
蒙
化
府
は
大
却
の
南
微
東
五
十
六
粁
程
捕
波
府
は
南
東
約
六
十
二
粁
に
あ
り
而
し
て
雲
南
府
は
大
関
府
の

南
東
二
百
七
十
粁
に
あ
hJ
て
、
我
閤
相
模
湾
よ
b
大
阪
又
は
神
戸
迄
へ
の
距
離
に
相
蛍
す
、
相
模
大
地
震
に
於
け
る
紳
戸

の
震
度
は
微
弱
な

b
し
も
、
こ
う
に
報
告
3
れ
し
芸
南
に
於
て
は
弱
震
と
あ

b
(
気
象
墨
の
震
度
階
級
の
弱
震
よ
hJ
小
な

bEY--}
し
℃
も
)
以
℃
本
地
震
の
相
営
に
強
烈
た

b
し
を
畑
山
像
す
る
之
と
を
得
ぺ

3
な
b
。

関
東
大
震
と
其
の
世
界
各
所
の
記
録
に
就
て

藤

秀

ま住

非主イl

大
正
十
二
年
九
月
一
日
午
前
十
一
時
ぷ
十
八
分
頃
(
の
・
冨
・
叶
・
一
九
二
三
年
九
月
一
日
二
時
五
十
八
分
)
及
同
十
三
年

一
月
十
五
日
午
前
五
時
五
十
分
頃
(
一
九
二
四
年
一
月
十
四
日
二
十
時
五
十
分
}
の
雨
地
震
の
震
源
は
相
模
湾
及
相
模
雨

部
に
在
b
。
前
者
九
月
一
日
の
大
地
震
は
死
者
約
十
高
を
出
じ
ま
し
た
O

H

先
づ
距
蹴
を
測
る
た
め
に
地
球
を
完
全
球
と
看
倣
し
球
面
三
角
よ
A
Y
此
れ
を
計
算
致
じ
ま
し
た
。

九




